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「⾃殺じ さ つ未遂み す いの時の⾃傷じしょうは死ぬためでしたが、その後の⾃傷じしょうは⽣きるためでした。」 
 

A さん ３０代 ⼥性   
（被ひ 虐待ぎゃくたい経験けいけんのある現在げんざいは３児の⺟） 

 
 
 

私は今 30 代で、夫と３⼈の⼦供と５⼈で暮く らしています。⼀⾒いっけんごく普通の主婦です
が、実は周りには決して⾔えないくらいの過去があります。 

今から⼗数年前、都内にあるワンルームマンションの浴室よくしつで、私は ⾃
みずか

ら命を絶
た

とう
としました。理由は⼈⽣に疲れたから。そして、どんなにあがいても⾃分の欲しかっ
たものが⼿に⼊らなかったからです。 

死のうと決めたら⼼がすっと軽くなり、これでやっと楽になれるのだという解放感かいほうかん

と、⾃分をねぎらうようなつもりで、鏡に向かって満⾯まんめんの笑みで⼿を振ふ ったのをよく
覚えています。 

気づくと私は病院にいて、⼿術をした医師にあと 1 時間遅かったら死んでいたよと
⾔われました。偶然

ぐうぜん
、私の家を訪れお と ずてきた友⼈が、意識のない私を病院まで運んだよ

うでした。動脈どうみゃくと腱けんが切れ、出⾎しゅっけつ多量たりょうで死ぬ⼀歩い っ ぽ⼿前て ま えのところで、間⼀髪かんいっぱつ死ななかっ
たのでした。私の家から病院まではきっと点々と⾚い⾎が落ちていたことでしょう。 

横には⽗がいて、私はまず何よりも先に「お⺟さんに⾔わないで」と⾔いました。
この私の⺟と私の希死念慮き し ね ん り ょは、切り離はなすことができないほど深く関係しあっていま
す。 

なぜ⾃殺に⾄いたるほど病んでしまったのか、それにはまず私の⺟の⽣い⽴ちから話す
必要があります。 

私の⺟は実の両親（祖⽗⺟）から虐待ぎゃくたいを受けていました。祖⽗は酒乱しゅらんで飲むと必ず
私の⺟だけを殴なぐり、それをただ⾒ていた祖⺟は、後で「お⽗さんは絶対ぜったい私を殴なぐらない
のよ」と得意と く いそうに⾔っていたそうです。 

祖⺟と⺟の妹がけったくして⺟の悪⼝を⾔う、⺟だけ無理やり家事を⼿伝わされる
などがあったそうです。 
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⺟は祖⽗やきょうだいの⾯倒を⾒させられ、きょうだいが⺟になついていると祖⺟
は嫉妬し っ とから⺟に当たることもあったそうです。また⾃分が望む進路し ん ろではなく親の希望
通りの⼈⽣を送ることを強制きょうせいさせられたり、今の私の⽗と出会い、妊娠にんしんして報告ほうこくに⾏
くと猛反対もうはんたいされ、もう 20 週にも育っていたのに、泣く泣くこどもを堕お ろさせられたそ
うです。 

その後、⼆⼈は駆け落ちか お し、⺟はやっと安寧あんねいの場を得られたそうですが、強烈きょうれつな過
去から精神的に病んでしまいました。摂⾷せっしょく障害、うつ、⾃律じ り つ神経しんけい 失 調 症しっちょうしょう、睡眠すいみん障
害、パニック障害などで⽇常⽣活も満⾜にできず、外出の際は⽗におんぶされていた
と聞いています。 

10 年以上の時をかけて少しずつ回復していたものの、⺟を⽀えているうちに今度は
⽗がうつ状態になってしまいました。⺟はどうにかして⽗に⽣きる希望を与えたいと
思い、もう⼀度⼦供を作ることを決⼼しました。そうして⽣まれたのが私です。 

⼦供時代のことはうっすらとしか覚えていませんが、成⼈してからホームビデオを
観たことがあります。なんとなく、なんだかんだいっても愛してもらっていた、と
盲⽬もうもくに信じようとしてきた私はビデオを⾒て愕然がくぜんとしました。虐待ぎゃくたいが⾏われていたか
らです。 

⽣後 7 ヶ⽉ほどの⾚ちゃんの私がおやつを⾷べていたとき、⺟が「A ちゃんそのお
やつママにもちょうだい。」と⾔っていました。⾚⼦あ か ごの私は当然わかるはずもありま
せん。美味しお い そうに⾷べ続けています。それを何度か続け、私がおやつを渡さないと
⾒ると、⺟は「この⼦、私にくれない。」と半分泣いたような⼝ぶりで私を責めるの
です。 

また、離乳⾷りにゅうしょくをどうしても⾷べなかったり落としたりこぼしたりすると、⼤げさに
ため息をついたり⼤きな声を出したり、私にも撮と っている⽗にも怒鳴ど な り散らしている
シーンもありました。 

このビデオは祖⺟が撮影さつえいし、⺟を虐待ぎゃくたいしていた張本⼈ちょうほんにんでもある祖⺟に贈おくるものでも
あったようで、私をほったらかしにして、いかに⾃分が優れた⺟親であるかを永遠に
⾃慢じ ま んし続けるシーンもありました。 



令和５年度 港北区普及啓発事業 「生きづらさを抱える本人と家族の体験談」 

⺟は私の⾏動をコントロールして⺟の意にそぐわないことをすると、叱責しっせきしてくる
のです。まるで植⽊が整えられていくように、私の可能性か の う せ いは 幼おさない頃から少しずつ摘つ ま
れていったのだとわかりました。 

⼀番衝撃しょうげきを受けたのは、⼀緒に⾒ていた両親がこのビデオの内容に違和感い わ か ん を感じて
いないということでした。私は気分が悪くなり、最後まで観ることはできませんでし
た。 

⼩学⽣になると、⺟は 塾じゅくの仕事を始め、私はそこに⼊い り浸るび た ようになりました。 
勉強が好きだったわけではありません。外向きの⺟は家と違って、とても愛想あ い そがよ
く、優しいのです。⺟に愛されたい、褒ほ められたい⼀⼼で勉強をし続け、いつも 1 位
を取りました。いつしか、私は 1 位でなければ⺟に愛されないと思うようになりま
す。 

また疲れて帰ってくる⺟のために、家事も覚えました。掃除そ う じ、洗濯せんたく、洗あらい物もの、料
理、トイレの紙まで三⾓に折っておくのです。帰った⺟はとても疲れていますが、喜
んでくれますし、⺟に愛されるために頑張が ん ばりました。 

でも今⽇学校であった話やたわいのないことを話したいのに、ほとんど聞いてもら
えず、迷惑めいわくそうな顔をされて、おしまいでした。それで私は⺟にもっと愛されるため
に⺟の話を聞くようになりました。毎⽇、⽗の愚痴ぐ ち 、仕事の愚痴ぐ ち 、親兄弟の愚痴ぐ ち 、学
校の愚痴ぐ ち 、何時間も⼀⽣懸命に聞き続け、「私のことをわかってくれるのはあなただ
けだわ。」と⾔われることに⼩さな誇ほこりを感じていました。 

ちなみに、先ほど話した⺟のおいたちのほとんどは、⼩学校低学年で聞かされてき
たことです。このように⼩さな⼦どもに世界のあらゆる悪⼝を聞かせ続けることで、
私はすっかり「⺟以外のすべてが怖こわい。⺟だけが正しいのに、世界中の⼈がそれをわ
かってくれない、⺟がかわいそうだから私が守らないといけない。」と思うようにな
っていました。そして、こうも思っていました。「こんなに私は⺟を愛して癒いやして元
気を与えている。⺟が元気になったら、今度は私が⺟から愛してもらえる番だ。だか
ら頑張が ん ばろう。」でも、その⽇が来ることはついぞなかったのです。 

⼩学校⾼学年になり、親の異常いじょうな⾏動にさすがに不信感ふ し ん か んを抱くようになりました。
学校でどこか⾃分はみんなと違うという劣等感れっとうかんや孤独こ ど くを感じていましたが、勉強だけ
はできたので、⾃分が優

すぐ
れていて周りに合わないのだと思い込こ もうとしました。なん
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となく、このまま親と⼀緒いっしょにいたらよくないような気がして、ふと⽬にした全寮制ぜんりょうせいの
中⾼⼀貫校いっかんこうの⽂字に⾶びつき、受験じゅけんしたいと⼟下座ど げ ざ で頼たのみ込こ み、必死ひ っ しで勉強しまし
た。 

その甲斐か い あって、希望の中学には⼊れたものの、⼈間関係の作法さ ほ うがまったくわから
ず、周りと溶と け込こ むことができませんでした。通常つうじょう、最初の社会である家族からコミ
ュニケーションを学び、それから学校などの⼤きな社会に出ていきますが、間違ま ち がった
知識ち し きを持っていることは致命的ち め い て きで、個⼈でのやり取りも難しくなるし、集団は異ことなる
ものを排除はいじょしようと働くので、私たちアダルトチルドレンは⼤変な思いをします。 

順応じゅんのうできる器⽤き よ うな⼈もいますが、私は発達に少し 偏かたよりがあり不器⽤ぶ き よ う な⼈間のため、
いまだに⼈間関係に悩んでいます。当時、保健室の先⽣やスクールカウンセラーの先
⽣はあまり相⼿にしてくれませんでした。 

部活で⾳楽をしている時間だけが救すくいで、そこでも⼈と関係を持つのが苦⼿でした
が、⾳楽はみんなに平等びょうどうで、感情かんじょうを⾃由に表現ひょうげんできて、⾔葉がいらないのです。 
⾳楽をしているときだけ孤独こ ど くを感じずに済す みました。⼈をやめて⾳になりたいとさえ
思っていました。 

その後、問題⾏動が⽬⽴つようになり、三者⾯談めんだんで児童じ ど う相談所そうだんじょを紹介されました。
その帰り道、⺟は⼀⾔も⼝を聞かずブルブルと震ふるえていて、翌⽇よくじつ、思いつめたような
顔をして「最寄も よ り駅まで⾞で送って⾏く。」と⾔って助⼿席じょしゅせきに私が乗り込むと、フラ
フラとおぼつかない運転で「ねぇ、もう⼀緒いっしょに死んじゃおうか？」と⾔ってアクセル
を踏ふ んで反対⾞線しゃせんに突つ っ込こ んでいきました。前から⾞が来るのをかわしながら、私は
あわてて体を伸の ばしてハンドルの操作そ う さをしました。 

そして⺟を説得せっとくしながら、どうすれば⽣き残ることができるか、⽂字通も じ ど お り必死ひ っ しに計
算し、⾃分のせいで先⽣たちから悪く⾔われたことを 謝あやまり、「お⺟さんは何も悪くな
い。悪いのは全部私だから。」と⾔ってなんとか近くの駐 ⾞ 場ちゅうしゃじょうに誘導ゆうどうしました。 

そこで 30 分ほど突つ っ伏ぷ して泣いていた⺟が突然とつぜん、「A はお⺟さんのことを愛してい
る?」と聞いてきました。そのときの⾃分の感じは忘れられません。 
「愛しているよ。」と⾔った後、初めて強い解離か い りが起きて、ぼーっとしながら学校へ
向かいました。 
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⾃分に何が起こっているのか、これからどうなってしまうのか、そんな思いにすべ
てに無理やりふたをして⾟かろうじて⽣活を続けていました。 

セントジョーンズワートのサプリメントやラム酒の⼊っているチョコやエナジード
リンクを毎⽇のように飲み出したのもこの頃からです。 

児童じ ど う相談所そうだんじょでは親と離はなれて暮く らすことも提案ていあんしてもらいましたが、いろいろな理由
から 断ことわってしまいました。 

⼀つは、⾳楽をやめたくなかったこと、私の楽器が っ きを続けるのにはお⾦も環境かんきょうも必要ひつよう

でした。それから、⺟は私が⼩さい頃から⾏政ぎょうせいについての悪⼝もたくさん⾔ってきた
ため、怖こわかった。負けたような気がして悔くやしかった。⺟が間違ま ち がっていたと認みとめたら何
かが壊こわれてしまうというような思いもありました。⺟もおかしくなってしまって
最悪さいあく、戻もどったときに殺されてしまうのでは、という恐怖きょうふもありました。⾏政ぎょうせいにつなが
る以上、親との関係も多少はつながってしまう。これ以上⾃分の⼈⽣をコントロール
されたくない。私は私の意思い し で⽣きたい。もし離はなれるとしても、この形ではない。
根底こんていにはそんな思いがありました。    

しかし、⾼校進学後し ん が く ご、事態じ た いはさらに悪化あ っ かしていきます。⾳楽コンクールで思うよう
な成績せいせきを取れなかったことから、⾳楽と距離き ょ りを取るようになり、⼥⼦⾼⽣らしく恋愛れんあい

に夢中むちゅうになりました。 
ですが、初めて彼⽒か れ しを家に連れてきたとき、なんと私の親は無断む だ んで相⼿の家に⾏っ

て「娘と別わかれないと警察けいさつを呼ぶ。」と脅おどしてきたのです。 
それで私の何かがプツンと切れてしまって、私は親がいる限かぎり、何も⾃分の思い通

りにできないならば、⾃分をとことん傷きずつけることで親に復讐ふくしゅうしよう。私の今まで受
けてきた痛みをわからせてやろうと思いました。 

夜は家を出て⾏き、不良ふりょう仲間な か まとタムロして時間を潰つぶし、朝帰るか、たまに⾼校に⾏
く⽣活です。たばこや酒を教師に⾒せつけるようにして、謹慎きんしんをくらったり、コンビ
ニ前で泥酔でいすいして警察けいさつに補導ほ ど うされたり、とにかくひどいものでした。 

そうこうしていると⽗が⼿を挙あ げるようになりました。「この悪魔あ く ま、道端みちばたで死んじ
まえ！」など暴⾔ぼうげんもひどく、私は家に⾒切み き りをつけ、家出することにしました。 

SNS を通じて 16 歳でも働ける⽔商売みずしょうばいの仕事を紹介しょうかいしてもらい、そこから 18 歳に
なるまでの 2 年間、健康けんこう保険証ほけんしょうの使えないアンダーグラウンドの世界に⾏きました。



令和５年度 港北区普及啓発事業 「生きづらさを抱える本人と家族の体験談」 

どうにかこうにか⾷べてはいけましたが、世間知せ け ん し らずのまだ 16 歳の⼦供にはつらいこ
とが多すぎました。もともと精神的せいしんてきに強くなかったのに負荷ふ か を与あたえすぎたせいで、す
ぐにうつ病になってしまいました。 

なんとかごまかしてやり過ごしていましたが、2 年後、冒頭ぼうとうの⾃殺じ さ つ未遂み す い事件じ け んを起こ
してしまいます。そしてそこからが本当の地獄じ ご くだったのです。 

退院後た い い ん ご、あれだけ離はなれたかった実家じ っ かに戻もどらざるをえず、 症 状しょうじょうがどんどんひどくな
っていきました。家中の刃物は も のが隠かくされてしまったので、⾸を⾃分で締めたりし め た り 、ホッチ
キスや⽖つめを使って⾃傷じしょうする⽇々が始まりました。 

⾃傷じしょうする理由はいろいろとありますが、⼼のつらさは⽬に⾒えないからこそ、つら
いものです。⼼と同じくらい体を傷きずつけることで私はどこか⾃分は傷ついているの
だ、と安⼼したかったのだと思います。 

強烈きょうれつなトラウマのフラッシュバックが起きたときにとっさに死なないために、頓とん

服薬ぷくやくのように⾃傷じしょうをしました。⾃殺じ さ つ未遂み す い時の⾃傷じしょうは死ぬためでしたが、その後の⾃傷じしょう

は⽣きるためでした。 
この間に何度か⼊院をしています。親と離はなれることで⼀時的に楽になるのです。 

そうこうして最もひどかった時を過ぎると⼀進⼀退いっしんいったいではありましたが、少しずつ活動かつどう

範囲は ん いが広がっていきました。 
介護か い ごの資格し か くを取ったり、初めて講演会こうえんかいにも出させていただきました。何度か家を出

たり戻もどったりを繰く り返かえし、その度に⺟と衝突しょうとつしましたが、どん底ぞこの⽇々を開ひらき直なおって
⽣きているうちに、肩書か た がきのようなステータスではなく、ただ⽣きていていいのだと
いう⾃⼰じ こ 肯定感こうていかんの芽め がゆっくりと育っていきました。 

ふと、押お し⼊れにしまいっぱなしの楽器が っ きを再び演奏えんそうしたときに⽣き返ったような
衝撃しょうげきを覚おぼえ、⾳楽を再開さいかいしました。 

⼈⽣がつらいとき、何かすがるものが必要です。お酒やギャンブル、特定とくていの⼈間関
係などはリスクが⼤きく、 逆ぎゃくに⼈⽣をさらにつらいものにしてしまう可能性か の う せ いがありま
す。 
私はこの⾳楽に依存い ぞ んしようと思いました。⾳楽をしているときだけは、何も苦しくな
かったし、安全な⽅法だと思ったからです。それで精神せいしん薬やくをやめることもできまし
た。 
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また、閉と じこもっていた私が⾳楽を通じていろいろな⼈と関われたおかげで世界が
広がりました。⾃分の親よりも、世間せ け んの⽅がよっぽど優しいじゃないかと感動かんどうしまし
た。 

24 歳のとき、これまた⾳楽を通じて今の主⼈と出会い、結婚してからは加速的か そ く て きに良
くなっていきました。⽣まれて初めての平穏へいおんな暮く らしでした。そして、⼦どもが⼀⼈
⼆⼈と⽣まれ、⽬まぐるしく⼦育てをしているうちに今⽇に⾄いたります。⼦どもたちに
は、⾃分のような思いをさせることなく、幸せになってもらいたいと願っています。 

ですが、まだ⼦育ては始まったばかりで、私は虐待ぎゃくたいサバイバーで完全に解毒げ ど くできる
頃には寿命じゅみょうが来ているかもしれません。 

常つねに気を配くばって⽬をかけ、愛情あいじょうをかけ育てているつもりですが、もしかすると私の
親もそのつもりだったのかもしれないのです。⾃分の対応たいおうは間違ま ち がえていないか、⼦ど
もに SOS のサインは出ていないかな、と、普通の⺟親がしなくていいことも、気をつ
けなければ同じになってしまうかもしれないという恐怖きょうふがいつもあります。 

普通ふ つ うのお⺟さんではない申もうし訳わけなさもいつも感じます。早くおばあちゃんになって
みんな元気に育って毎⽇楽しく暮く らしていてよかったと思いたい。そう⼼から願って
います。 

その⼈によって、死にたいと思う理由は違ちがいます。仕事が原因げんいんの⼈もいるでしょう
し、⽣まれつきの病気や借⾦しゃっきんなどつらいことは世の中にたくさんあるでしょう。 

私の死にたい気持ちがどこから来ていたのかというと、それは⺟からの愛情あいじょうの⽋如けつじょ

です。スキンシップを受けなかった⾚ちゃんは⽣存率せいぞんりつが低いという実験じっけん結果け っ かをどこか
でご覧らんになったことはあるでしょうか。養育者よういくしゃと安定した 絆きずなが形成けいせいできなかったこ
と、求めても拒絶きょぜつされてしまうがゆえに終わらない苦しみと⾔えます。⾃分をこの世
界に⽣み出してくれた⺟親は、この世界にたった⼀⼈、そんな⺟親から愛されなけれ
ば誰だれが⾃分を愛せるというのでしょうか。 

誰か⽗親や第三者だいさんしゃの⼤⼈が愛情をかけて守ってくれていたら少し違ちがっていたかもし
れませんが、たまたま出会うことができなかったのです。 

今、私が⽐較的ひ か く て き安定しているのは、夫がすべてを肯定こうていしてくれ、ありのままの私を
尊重そんちょうしてくれている保護者ほ ご し ゃ の役割やくわりを果は たしてくれているというのが⼤きいです。 そ
して、⼦どもたちが私をお⺟さんにしてくれました。「私の中に求めている本当のお
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⺟さんがいる。」つまり⾃分が⾃分の⺟親になることでやっと苦しみから解放かいほうされま
した。 

⽣みの⺟親はただ⼈の機能き の うに 従したがって産んだだけ。私の 魂たましいの⺟はこの地球という星
であり、宇宙であり神様であると思うことでも楽になりました。 

地球で共に暮く らしている仲間たちから、少しずつ⺟のかけらとでも呼べるような愛
や優しさをかき集めるようにして、不⼆ふ じ なる⺟を育てました。 

特定とくていの⼈間にんげん関係かんけいに依い 存ぞんすると思い通りにならなかったり、相⼿も⾃分も疲つかれてしま
ったりと、悲しみを繰く り返してしまうことがあります。本当に欲しいものは⾃分の中
にしかないということを今でも⾃分に⾔い聞かせています。 

とはいえ、苦しかった時に誰かの優しさに救われたことは本当にありがたかったで
す。「もっと、もっと」と求めてしまい、関係が破綻は た んしたり、⼦供のようにダダをこ
ねて嫌われたこともあり、未熟みじゅくだった当時の⾃分の対応たいおうを申し訳なく思っています
が、すべての助けてくれた⽅々にこの場を借りてお礼申し上げます。 

まだ私⾃⾝は誰かの助けになれるような⼒はあまりありませんが、このような経験けいけん

の告⽩こくはくで何か感じていただけたら嬉うれしく思います。 
これからも過去を少しずつ清算せいさんし、今の⾃分と向き合うことをやめず、いい未来に

向かって何度でも 諦あきらめずに⽴ち上がっていきたいと思います。 
最後にネットで素敵す て きな記事を⾒つけたので少し抜粋ばっすいしてご紹介して終わりにしたい

と思います。 
 

A さんは RADWIMPS の野⽥の だ 洋次郎よ う じ ろ うさんの「死にたいと思っている君へ」というメ
ッセージをご紹介してくださりました。 

 
以上です。⻑くなりましたが、ありがとうございました。 

 
 


